
鹿 屋 基 地 を 利 用 し た 日 米 共 同 訓 練

１ 目 的
（１）海上自衛隊の戦術技量の向上
（２）米海軍との相互運用性の向上
２ 訓練期間
令和６年１１月８日（金）～２２日（金）の間のうち３日間

３ 参加予定兵力
（１）海 自（第１航空群（鹿屋））

Ｐ－１×１機 人員約１５名
（２）米海軍（第７２任務群（嘉手納））

Ｐ－８Ａ×１機 人員約２０～３０名（搭乗員及び整備員）
４ 訓練海空域（四国沖または東シナ海）
５ 訓練内容：対潜戦訓練、情報交換訓練
６ 基地内での活動
Ｐ－１とＰ－８Ａの情報交換訓練のほか、Ｐ－８Ａに対する給油、駐機並びに搭乗員等の人員交流
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鹿屋基地

訓練海空域

【参加機種】

【訓練海空域】

令和６年１０月
防 衛 省



日程
１１月

１日目 ２日目 ３日目

米海軍

Ｐ－８Ａ

搭乗員及び整備員

・ 基地内視察

・ 訓練事前調整

・ 部隊間交流

〇嘉手納着陸○嘉手納離陸

訓練日程の概要
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※天候等の影響により行動が１泊２日となる場合がある

日米共同訓練
（四国沖/東シナ海）○鹿屋着陸 〇鹿屋離陸

鹿屋基地に駐機

鹿屋基地を離発着

鹿屋基地内を行動

鹿屋市内に滞在（部外泊）


